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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可撓管を介してシャワヘッドを引出し可能に支持するシャワーホルダーを有する水栓本
体と、水栓取付部に形成された貫通穴に挿入して固定される水栓本体の筒状の取付足と、
この取付足内に嵌込まれて、水栓本体内の弁機構にそれぞれ接続される給水用導入管、給
湯用導入管および混合水用導出管と、前記可撓管を挿通可能なホースガイドとを備え、前
記ホースガイドは、可撓管を挿通するための挿通孔を有するとともに、前記ホースガイド
が前記取付足内に嵌込まれたときに前記取付足とで前記給水用導入管、給湯用導入管およ
び混合水用導出管が挿通可能な単一の挿通空間が形成される形状を有し、さらに、前記単
一の挿通空間と前記挿通孔とを仕切る仕切部を有し、
　前記ホースガイドは、全体で前記挿通孔を形成し、かつ、背面部が前記仕切部を構成す
る筒部を内側に有するとともに、外側に、前記筒部の前面に外接する形で該筒部に一体に
設けられ弾性変形可能な横断面半円弧状の嵌込部を有することを特徴とする湯水混合栓。
【請求項２】
　前記取付足は、下方開口端の内周面に全周にわたり凹所を有し、前記ホースガイドは、
前記嵌込部の左右両側面部を構成する弾性変形部の外周面の位置に、前記凹所に係合する
凸部をそれぞれ有する請求項１に記載の湯水混合栓。
【請求項３】
　前記嵌込部は、前記ホースガイドを前記取付足の下方開口側から該取付足内に嵌め込ん
だときに該取付足の下方開口端に係合する外向きフランジを有する請求項１または２に記
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載の湯水混合栓。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、湯水混合栓に関するものであり、特に水栓本体のシャワーホルダーからシ
ャワヘッドと共に引き出される可撓管と、水栓本体内の弁機構にそれぞれ接続される給水
用導入管、給湯用導入管および混合水用導出管とを挿通可能なホースガイドの改良に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来この種のホースガイドとして、下記特許文献１に示すものがある。
【０００３】
【特許文献１】実開平５－７１２６５号公報
【０００４】
　上記特許文献１のものは、ホースガイドに設けた挿通孔に可撓管が移動可能に挿通され
るとともに、合成樹脂製のホースガイドに設けた一対の挟持部間に給水用導入管、給湯用
導入管および混合水用導出管が互いに接し合わされた状態で挟持されている。そのため、
上記特許文献１のものは、水栓本体の筒状の取付足を小径にすることができて流し台等の
水栓取付部に小径の貫通穴を形成すればよく、予め水栓取付部に所定の小径の貫通穴を形
成しておけば、その貫通穴をハンドシャワ付きの湯水混合栓の取り付けと、ハンドシャワ
を備えていない通常の湯水混合栓の取り付けとに兼用することができるといったメリット
を有している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、可撓管が挿通される挿通孔は一部が開口しており、この開口を介して給水用導
入管、給湯用導入管および混合水用導出管と可撓管の干渉を招くおそれがある。
　また、取付足の下方開口端の内周面に形成された嵌合部にホースガイドが嵌合固定され
る構成になっているので、たとえきっちりと嵌め込まれていても長期の使用で可撓管の移
動による擦れ等によって取付足からホースガイドが脱落するおそれがある。
【０００６】
　この発明は、上述の事柄に留意してなされたもので、その目的は、ハンドシャワを備え
ていない通常の湯水混合栓の取り付けとに兼用させながら、給水用導入管、給湯用導入管
および混合水用導出管と可撓管の干渉、ならびに、ホースガイドの取付足からの脱落を防
止できる湯水混合栓を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、この発明の湯水混合栓は、可撓管を介してシャワヘッドを
引出し可能に支持するシャワーホルダーを有する水栓本体と、水栓取付部に形成された貫
通穴に挿入して固定される水栓本体の筒状の取付足と、この取付足内に嵌込まれて、水栓
本体内の弁機構にそれぞれ接続される給水用導入管、給湯用導入管および混合水用導出管
と、前記可撓管を挿通可能なホースガイドとを備え、前記ホースガイドは、可撓管を挿通
するための挿通孔を有するとともに、前記ホースガイドが前記取付足内に嵌込まれたとき
に前記取付足とで前記給水用導入管、給湯用導入管および混合水用導出管が挿通可能な単
一の挿通空間が形成される形状を有し、さらに、前記単一の挿通空間と前記挿通孔とを仕
切る仕切部を有し、前記ホースガイドは、全体で前記挿通孔を形成し、かつ、背面部が前
記仕切部を構成する筒部を内側に有するとともに、外側に、前記筒部の前面に外接する形
で該筒部に一体に設けられ弾性変形可能な横断面半円弧状の嵌込部を有することを特徴と
している（請求項１）。



(3) JP 5561740 B2 2014.7.30

10

20

30

40

50

　なお、この発明におけるホースガイドは、水栓本体のシャワーホルダーからシャワヘッ
ドと共に引き出される可撓管をガイドする機能を有するものであり、ホースガイドの“ホ
ース”とは可撓管のことである。
【０００８】
　この場合、さらに、前記取付足は、下方開口端の内周面に全周にわたり凹所を有し、前
記ホースガイドは、前記嵌込部の左右両側面部を構成する弾性変形部の外周面の位置に、
前記凹所に係合する凸部をそれぞれ有していてもよい(請求項２)。また、前記嵌込部は、
前記ホースガイドを前記取付足の下方開口側から該取付足内に嵌め込んだときに該取付足
の下方開口端に係合する外向きフランジを有していてもよい(請求項３)。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１に係る発明では、給水用導入管、給湯用導入管および混合水用導出管が位置す
る単一の挿通空間と可撓管を挿通するための挿通孔とが仕切部で仕切られているので、給
水用導入管、給湯用導入管および混合水用導出管と可撓管の干渉を確実に防止できる。
　また、仕切部を設けてはいるが、この仕切部は実質的に薄く設定することができるもの
であり、また、給水用導入管、給湯用導入管および混合水用導出管ごとに挿通孔を設ける
ことなく単一の挿通空間にこれらを位置させるようにしているので、ハンドシャワ付きの
湯水混合栓の取り付けと、ハンドシャワを備えていない通常の湯水混合栓の取り付けとに
兼用することができる。
【００１０】
　請求項２～３に係る発明では、ホースガイドのガタツキを確実に抑えながら、可撓管の
移動による擦れ等によっても取付足からホースガイドが脱落するおそれは無くなる。
　また、取付足にホースガイドを嵌込んだときに取付足から筒部の上方開口端を含むホー
スガイド上端部が突出するとともに、筒部の上方開口端の内周面は上向きに形成された先
細り形状を有するようにしてもよく、この場合、可撓管の挿通孔への出入りの際に、この
筒部の上方開口端の内周面に摺接しても、可撓管の挿通孔への出入りの操作をスムーズに
行えるとともに、従来のように、可撓管の出入りにより取付足の上方開口端部に当接した
りして可撓管が損傷するおそれもなくなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、この発明の実施の形態を、図を参照しながら説明する。なお、それによってこの
発明は限定されるものではない。
【００１２】
　図１～図５は、この発明の一つの実施の形態を示す。図１は、ハンドシャワ付きの湯水
混合栓の水栓取付部への取り付け状態を示し、図２は、この発明で用いたホースガイドを
示し、図３は、ホースガイドに挿通されている給水用導入管、給湯用導入管、混合水用導
出管および可撓管相互の位置関係を示している。図４は、前記ホースガイドを示し、図５
は、この発明で用いた取付足を示す。
【００１３】
　図１～図５において、ハンドシャワ付きの湯水混合栓（以下、単に混合栓という）１は
、可撓管（ラセンホース）２を介してシャワヘッド３を引出し可能に支持するシャワーホ
ルダー４を有する混合栓本体５と、例えば洗面台の水栓取付部６に形成された貫通穴７に
挿入して固定される混合栓本体５の筒状の取付足８と、この取付足８内に嵌込まれて、混
合栓本体５内の弁機構（例えば固定ディスクと可動ディスクなど）（図示せず）にそれぞ
れ接続される給水用導入管Ａ、給湯用導入管Ｂおよび混合水用導出管Ｃと、前記可撓管２
を挿通可能な合成樹脂製のホースガイド９とを主として備えている。ホースガイド９の素
材は、耐摩耗性および／または耐薬品性に優れた例えばＰＯＭ（ポリアセタール）素材で
ある。取付足８は、筒状の金属製で、胴面に雄ねじ部１０が形成され、上部の所定位置に
、混合栓本体５の取り付け時において座パッキン１１を介して水栓取付部６の上方に位置
する外向きフランジ１２を有する。



(4) JP 5561740 B2 2014.7.30

10

20

30

40

50

【００１４】
　以下この発明の特徴的構成について説明する。
　前記ホースガイド９は、可撓管２を挿通するための平面視円形の挿通孔１４を有すると
ともに、ホースガイド９が取付足８の下方開口側から取付足８内に嵌込まれたときに取付
足８の内周面Ｍとで給水用導入管Ａ、給湯用導入管Ｂおよび混合水用導出管Ｃが挿通可能
な単一の挿通空間１５（図３参照）が形成される形状を有している。また、ホースガイド
９が取付足８の下方開口側から取付足８内に嵌込まれたときに前記単一の挿通空間１５と
前記挿通孔１４とを仕切る薄肉の仕切部１６がホースガイド９に形成されている。
　さらに、ホースガイド９は、挿通孔１４を形成する縦長の筒部１７を内側に有するとと
もに、外側に、筒部１７に外接する形で筒部１７に一体に設けられた弾性変形可能な横断
面半円弧状の嵌込部１８を有し、さらに、前記筒部１７は、挿通孔１４に沿う上下方向（
矢印Ｚで示す方向）の長さａが取付足８のＺ方向の長さｂよりも長く縦長に形成されてい
る。そして、前記仕切部１６は筒部１７の背面部を構成する。また、前記筒部１７の上方
開口端１７ａの内周面１９は上向きに形成された先細りテーパ形状（図２参照）を有する
一方、前記嵌込部１８は、筒部１７の左右側面部分ｍ，ｎとの間にそれぞれＺ方向にわた
る縦長の隙間Ｓ，Ｓを形成する前記縦長ａの弾性変形部２０，２０を有する。弾性変形部
２０，２０は横断面半円弧状の嵌込部１８の左右両側面部を構成する。
　また、取付足８は、下方開口端８ａの内周面に全周にわたり幅ｄ広の凹所２２を有し、
この凹所２２に係合する凸部２３を弾性変形部２０，２０の外周面の位置にそれぞれ有す
る。嵌込部１８は、ホースガイド９を下方開口側から取付足８内に嵌込んだときに取付足
８の下方開口端８ａに係合する外向きフランジ２５を下端に有する。
　なお、図１において、３０はロックナット、３１は菊座金、３２はパッキンである。
【００１５】
　而して、可撓管２の通過箇所（挿通孔）１４を十分に長いトンネル状にして可撓管２を
給水用導入管Ａ、給湯用導入管Ｂおよび混合水用導出管Ｃと隔離することで、可撓管２と
、給水用導入管Ａ、給湯用導入管Ｂおよび混合水用導出管Ｃとの干渉を防止できる。
　また、挿通孔１４の入口に緩やかな環状のテーパ部分１９を設けたので、可撓管２の挿
通孔１４への出入りをスムーズにすることができる。
　また、横断面半円弧状の嵌込部１８の左右両側面部を構成する弾性変形部２０，２０に
らバネ性を持たせるように構成したので、円弧状の弾性変形部２０，２０を縮径操作する
だけで取付足８へのホースガイド９の取り付け動作を容易に行えるとともに、取り付け後
のホースガイド９のガタツキを防止できる上に、凹所２２と凸部２３の係合ならびに取付
足８の下方開口端８ａと外向きフランジ２５の係合により、このガタツキ防止をより強固
にできる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】この発明の一つの実施の形態を示す構成説明図である。
【図２】上記実施の形態で用いたホースガイドを正面側から見た斜視図である。
【図３】上記実施の形態において、ホースガイドに挿通されている給水用導入管、給　湯
用導入管、混合水用導出管および可撓管相互の位置関係を示す横断面図である。
【図４】（Ａ）は、上記実施の形態で用いたホースガイドを示す正面図である。（Ｂ）は
、上記実施の形態で用いたホースガイドの筒部を示す縦断面図である。（Ｃ）は、上記実
施の形態で用いたホースガイドを示す背面図の一部である。（Ｄ）は、上記実施の形態で
用いたホースガイドを示す右側面図である。（Ｅ）は、上記実施の形態　で用いたホース
ガイドの要部の拡大図である。（Ｆ）は、上記実施の形態で用いたホースガイドを示す底
面図である。（Ｇ）は、上記実施の形態で用いたホースガイドの　中間部を横方向に切断
した図である。
【図５】（Ａ）は、上記実施の形態で用いた取付足を示す構成説明図である。（Ｂ）　　
は、上記実施の形態で用いた取付足の上方開口端を示す要部構成説明図である。（Ｃ　）
は、上記実施の形態で用いた取付足の下方開口端を示す要部構成説明図である。
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【符号の説明】
【００１７】
　　１　　　　　湯水混合栓
　　２　　　　　可撓管
　　３　　　　　シャワヘッド
　　４　　　　　シャワーホルダー
　　５　　　　　水栓本体
　　６　　　　　水栓取付部
　　７　　　　　貫通穴
　　８　　　　　筒状の取付足
　　９　　　　　ホースガイド
　　１４　　　　挿通孔
　　１５　　　　挿通空間
　　１６　　　　仕切部
　　Ａ　　　　　給水用導入管
　　Ｂ　　　　　給湯用導入管
　　Ｃ　　　　　混合水用導出管

【図１】 【図２】

【図３】
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